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市
民
の
み
な
さ
ん
 

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
 

い
ま
す
。
 

馬
年
の
昨
年
は
、
景
気
が
回
 

復
す
る
も
の
と
予
測
し
た
の
で

あ
り
ま
し
た
が
、ノ
期
待
外
れ
の

ま
ま
越
年
し
ま
し
た
。
 

今
年
は
羊
年
、
内
も
外
も
暖

く
充
実
さ
れ
、
健
康
で
豊
か
な

明
る
い
く
ら
し
が
実
現
で
き
る
 

輝
か
し
い
新
春
を
迎
え
る
に

当
り
市
議
会
を
代
表
し
て
市
民

の
皆
様
に

つ
つ
し
ん
で
新
年
の

ご
あ
い
さ

つ
を
申
し
上
げ
ま
す
。
 

昨
年
は
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ

ク
以

来
打
ち
続
く
、
イ
ン
フ
レ
と
不

況
の
低
迷
下
に
あ
り
、

か
つ
ま

た
国
の
内
外
と
も
に
多
事
多
難

の
年
で
も
あ
り
、
こ
れ
ら
を
反
 
 

幸
の
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
心
か

ら
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。
 

さ
て
、
今
年
も
市
の
台
所
は

厳
し
く
、
多
様
な
行
政
需
要
に

ど
の
よ
う
に
応
え
て
い
く
か
が
、
 

大
変
苦
心
を
要
す
る
も
の
と
考

え
ら
れ
ま
す
。
 

し
か
し
な
が
ら
、
市
民
福
祉

の
向
上
が
最
高
目
標
で
あ
り
ま

す
の
で
、
生
活
環
境
の
整
備
、
 

映
し
て
地
方
自
治
体
の
運
営
は

き
び
し
く
、
な
か
ん
ず
く
周
囲

を
取
り
巻
く
地
方
財
政
の
窮
極

的
圧
迫
に
、よ
り
、
よ
り
一
層
危

機
的
様
相
を
呼
び
さ
ら
に
深
刻
 

化
の
一
途
を
た
ど
る
中
で
暮
わ

ま
し
た
。
 

一
方
市
民
の
皆
様
の
市
政
に

対
す
る
要
望
は
年
と
共
に
ま
す
 

(
 

社
会
資
本
の
充
実
を
優
先
し
て
、
 

乏
し
い
な
か
に
も
、
潤
い
の
あ
 

る
行
政
を
と
念
願
し
、
鋭
意
努

力
し
て
参
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。
 

即
ち
、
舗
装
の
拡
大
等
生
活
 

道
路
の
改
良
と
岩
木
川
新
大
橋

の
建
設
の
具
体
化
、
立
体
交
差

橋
の
建
設
等
、
 
一
層
の
進
展
を

図
る
よ
う
に
取
り
組
み
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。
 

ま
す
需
要
が
増
大
し
て
お
り
、
 

そ
の
内
容
も
複
雑
多
岐
、
広
範

囲
に
わ
た
っ
て
お
り
ま
す
。
こ

の
よ
う
な
現
況
の
下
で
迎
え
る

昭
和
五
十
四
年
は
、当
市
に
と
つ
 

て
、
極
め
て
重
要
な
年
に
な
る

と
思
わ
れ
ま
す
。
 

経
済
不
況
に
伴
う
、
農
業
政

策
の
根
本
的
見
直
し
、
都
市
基
 

戸
普
通
高
校
H
勲

勲
穀
 

ま
た
、
四
月
一
日
か
ら
県
立
 

し
て
い
る
七
和
高
校
の
県
移
管

を
実
現
し
、
待
望
久
し
い
中
央

公
民
館
の
建
設
に
着
手
い
た
し

た
い
と
計
画
し
て
い
ま
す
。
 

さ
ら
に
は
、市
営
野
球
場
を
ぜ

ひ
今
年
中
に
完
成
し
て
、
ス
ポ
 

ー
ッ
振
興
に
供
し
た
い
と
努
め

て
お
り
ま
す
。
 

農
業
は
今
、
大
き
な
曲
り
角

に
立
た
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
転

作
作
物
の
適
地
適
作
を
定
着
さ

せ
、
中
州
山
の
畜

産
振
興
、
新

農
業
セ
ン
タ
ー
の
機
能
発
揮
に

よ
り
、
こ
の
難
関
を
突
破
い
た
 

盤
の
確
立
と
近
代
都
市
施
設
の

整
備
、
こ
れ
ら
を
基

に
市
民
福

祉
の
充
実
に
関
連
す
る
重
要
な

る
諸
問
題
に
対
処
す
る
た
め
に

は
あ
ま
り
に
も
厳
し

い
財
政
状

況
の
実
在
す
る
な
か

で
市
民
を

代
表
す
る
議
会
人

と
い
た
し
ま

し
て
は
、
市
民
の
総
意
に
耳
を

傾
け
な
が
ら
、
よ
り

一
層
の
市

民
福
祉
向
上
の
た
め
に
、

国
、
 

県
に
対
し
そ
の
対
策
助
成
を
強

く
働
き
か
け
る
と
と
も
に
、
執

行
機
関
と
相
提
携
し
、
お
互
に
、
 

協
力
し
て
、
財
政
の
許
す
限
り
 

最
大
限
昇
驚
果
を高ざ
 

し
た
い
と
存
じ
ま
す
。
商
工
業

に
つ
き
ま
し
て
は
、
商
店
街
診

断
の
実
施
、
経
営
資
金
融
資
枠

の
拡
大
等
、
振
興
策
に
新
た
な

視
点
か
ら
取
り
組
み
た

い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。
 

西
北
中
央
病
院
敷

島
分
院
の

移
転
新
築
は
、

永
年
の
懸
案
で

あ
り
、
今
年
は
、

何
と
か
着
工

に
ふ
み
き
り
、
名
実
共

に
基
幹

総
合
病
院
と
し

て
整
備
し
て
参

る
所
存
で
あ
り
ま
す
。
 

市
政
担
当
三
年
目
を

迎
え
、
 

就
任
以
来
の

モ
ッ
ト
ー
で
あ
る

意
思
の
疎
通
を
図
っ
て
、
施
策

の
展
開
に
努
め
る

つ
も
り
で
あ

り
ま
す
。
市
民
の
み
な

さ
ん
の

ご
理
解
、
ご
協
力
を
お

願
い
申

し
あ
げ
新
年

の
ご
あ

い
さ
つ
と

い
た
し
ま
す
。
 

た
め
、
 一
丸
と
な
っ
て
努
力
を

す
べ
き
年
と
考
え
て
お

り
ま
す
。
 

市
議
会
は
五

万
市
民
の
代
表

と
し
て
、
議
決
機
関
の
権
限
を

最
大
限
に
発
揮
し

つ
つ
、
市
民

の
皆
様
の
ご
期
待
に
添
う
よ
う
 

努
め
て
い
ま
す
。
 

ど
う
か
本
年
も
よ

り
一
層
の

ご
理
解
を
賜
り
、
ご
支
援
、
』
」
 

協
力
を
お
願

い
申
し
上
げ
、
新

し
い
昭
和
五
十
四
年
が
市
民
の

皆
様
に
と
り
ま
し
て
も
、
幸
せ

な
良
き
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
、
 

お
祈
り
申
し
上
げ
、

つ
つ
し
ん

で
新
年
の
ご
あ

い
さ
つ
と
い
た

し
ま
す
。
 

「実
技
講
習
会
」
 

ロ
と
き
 
一

月
十
日

（
 

水
）
、
＋
二
日
（
金
）
午
前

九
時
か
ら
 

ロ
と
こ
ろ
 
西

北
労
働

基
準
協
会
 

ロ
受
講
料

六
、
〇
〇
〇
円
 

（
テ
キ
ス
ト
代
含
ま
ず
）
 

実
技
講
習
修
了
者
に
限

と
」
」
」り
受
験
資
格
が
与
 

潤
掻

熱
か
会
」
 

く
 

ロ
と
き
 

二
月
 

Z
ユ

六
日
（
火
）
ー
九

習

日
（
金
）
午
前
九
 

講
時
か
ら
 

う
 
ロ
と
こ
ろ
 

西

ノ
ニ
 
北
労
働
基
準協
会

ィ
J

，
 
ロ
受
講
料
 
八
、
 

・

ニ
ー
 
〇
〇
〇
円

（
テキ
 

般
誘
ス
熱
霧
け
他
 

ラ
 
二
、

一
〇
〇
円

イ
 

ロ
受
講
定
員

（
 

ボ
 
実

堵

学
科
と
も
）
 

級
 

八
十
人
 

2
 

ロ
申
込
み
締
切

り
 
一
月
八
日
 

ロ
申
込
み
間
合
せ
先

市
内
新
宮
町
八
四

ー
五
、
 

社
団
法
人
「
西
北
労
働
基

準
協
会
」
 
（
。⑤
六
三
三

六
番
）
 

な
お
、
試
験
は
二
月
一
一

十
日
（
火
）
青
森
市
で
行

わ
れ
る
予
定
で
す
。
 

う
る
お
い
あ

る
行
政
を
 

五
所
川
原
市
長
 
寺
 
田
 秋
夫
 

行
政
効
果
の
向
上
を
 

市
議
会
議
長
 
福
 
士
 孝
 
一
 

年
頭
の
あ
い

さ
つ
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ン
ョ
ー
の
合

し

間
を
ぬ
っ

て

、
 

け
つ
け
た
も
の
。
 

ノ
 
「

五
所
川
原
は
初
め
て
、
雪
 

が
積
っ
て
い
な
い
の
が
、
ち
ょ
 

っ
と
残
念
」
と
目
を
輝
か
せ
て
 

い
ま
し
た
。
 

“寒
さ
に
ま
け
ず
、
が
ん
ば

っ
て
ね
〉
 

少
年
少
女
の
ア
イ
ド
ル
で
、
 

歌
手

e
高
田
み
づ
え
さ
ん
が
、
 

十
二
月
 

十
七
日
、
 

不
慮
の
 

交
通
事
故
で
父
・
母
を
失
った
市

内
の
交
通
遺
児
を
励
ま
し
ま
し

た
。
 

励
ま
さ
れ
た
の
は
、
末
広
町

の
成
田
あ
き
子
さ
ん

（
五
一
中

三
年
）
ら
七
人
。

こ
の
日
、
警

察
署
を
訪
ね
た
み
づ
え
さ
ん
は
、
 

赤

い
しフ

ー
ツ
を
は
き
、
は
や
り
 
 

う
軽
装
。
 

歳
末
の
一
斉
取
り
締
ま
り
で
 

多
忙
な
警
察
官
の
労
を
ね
ぎ
ら
 

と
り
ひ
と
り
に
、
 
「床
さ
に
も

ま
け
ず
、
が
ん
ば
っ
て
ね
」
と

記
念
の
パ
ネ
ル
時
計
を

手
渡
し
、
 

励
ま
し
ま
し
た
。
 

ア
イ
ド
ル
の
み
づ
え
さ
ん
と

会
っ
て
遺
児
た
ち
も
終
始
緊
張

気
味
、
 
「も
っ
と
時
間
が
あ
れ

ば
、

い
ろ
い
ろ
聞
き
た
い
こ
と
 

が
あ
っ

た
の
に
 

…
己
 
と
 

顔
を
上
気
さ
せ
て
い
ま
し
た
。
 

高
田
み
づ
え
さ
ん
は
、
 
「硝
 

ど
の
か
れ
ん
な
歌
声
で
茶

の
間

の
人
気
を
集
め
て
い
ま
す
。
 

こ
の
日
は
、
市
民
体
育
館
で

昼
夜
に
わ

た
っ

て
行
わ
れ

た
 

“酒
酔
い
運
転
は
、
絶
対
や

め
て
下
さ
い

〈
 

年
末
の
交
通
安
全
運
動
が
始

ま
っ
た
十
二
月
十
六
日
、
寺
田

市
長
ら
三
役
、
市
本
庁
の
全
課
 

長
が
街

頭
に
立
 

ち
、
交
 

通
三
悪
等
の
追
放
を
呼
び
か
け

ま
し
た
。
 

市
内
の
交
通
事
故
は
、
十
一
一

月
十

六
日

現
在
（
五
三
年

一

月
か
ら
）
二
百
七
十
五

件
発
生

し
、
前
年
同
期
よ
り
九
十
八
件
 
 

も
増
え
て
い
ま
す
。
 

こ
の
事
故
で
、
亡
く
な
っ
た

方
は
七
人
（
前
年

同
期

よ
り

一
人
減
）
で
し

た
が
、

ケ
ガ

を
し
た
人
は
、
三
百
二
十
二
人

と
な
り
前
年
よ
り
九
十
人
も
多
 

、
な
っ
て
い
ま
す
。
 
（
五
所
川

原
警
察
署
調

べ
）
 

街
頭
か
ら
の
呼
び
か
け
に
は
、
 

ほ
か
に
警
察
署
、
交
通
安
全
覇
助

会
、
町
内
会
、
市
役
所

ハ
ン
ド

ル
会
、
交
通
指
導
隊
等
総
勢
七
 
 

＋
人
が
参
加
、
旧
市
内
の
主
要

国
道
や
交
差
点
か
ら
ド
ラ
イ
バ
 

ー
や
歩
行
者
に
チ
ラ
シ
を
配
っ

た
り
、
横
断
歩
道
を
渡
る
よ
う

呼
び
か
け
ま
し
た
。
 

と
く
に
、
自
転
車
に
乗
っ
た
 

お
年
寄
 

り
の
信
 

号
無
視
 

が
目
立
ち
ま
し
た
の
で
、
 
「大

人
は
、
正
し

い
横
断
の
手
本
を

示
し
て
下
さ
い
」
と
関
係
者
は

う
っ
た
え
て
い
ま
す
。
 

“が
ん
ば
っ
て
ね
）
と
高
田
み
づ
え
さ
ん
 

交
通
遺
児
を

励
ま
す
 

舟

を
失
っ
た
市
 
い
、

黒
石
健
作
署
長
に
ま
ず
化
 

顔
を
上
気
さ
せ
 

ル
を
励
ま
し
ま
し
 
束
を

贈
り
ま
し
た
。
 

高
田
み
づ
え
 

次

い
で
、
早
く
か
ら
待
っ
て
 
子
坂

」
 
で
デ
ビ
ュー
、
 
「花
し

い
た
成
田
さ
ん
ら
交
通
遺
児
纂

一
ぐ
れ
」
、
 
「女
と
も
だ
ち
」
な
 

ど

こ
ま
で

続
く
交
通
事

故
 

‘
島
◆
 

市
長
以
下
、
全
課
長
が
防
止
を
呼
び
か
け
 

横
断
は
 
見

る
く
せ
 

待
つ
く
せ
 
止

ま
る
く
せ
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g回1Jありがとり市ネ上会福 祉協議会 

義援金の寄託者は次のとおりです。 

善意銀行への預託ありがとう 

金 	額 住所及 び団体 代表者 

21,300円 本 町 鶴谷むっ重 

20,000円 J KC五所川原支部 山上藤之助 

1 .600円 nは寸長吉 

100, 00(）円 田 	田丁 木村孝次郎 

8,000円 鳥 森 高橋 和夫 

55,510円 津軽三味線木田秀栄会 津軽屋楽器店 

50,000円 田 町 斎藤 徳久 

51,597円 五所川原パール会 斎藤 徳久 

100,000円 五所川原照秀会 照秀会長 

10 .000円 五所川原照秀会あゆみの箱 照秀会長 

3.000円 神 伊三郎 

50.000円 龍生派五所川原支部 松江 香山 

10,060円 みちのくコカ・コ一ラドリンク株式会社 五所川原営業所 

7,2乃円 県立鶴田高等学校 JRC 

10,725円 県立五所川原農林高校 J RC 
46 .000円 大 町 鳥の多一 

14.600円 五所川原ブラザー編物研究会 五所川原支部 

3,500円 柏原町 蒔苗米三郎 

20,000円 西北支局 陸奥新報社 

18,500円 弘前市新与町 藤森 	書 

10,000円， 三ッ谷 坂本 甚作 

64,711円 昭和パール会 斎藤 徳久 

64,450円 茶道裏干家淡交会市青年部 木村 圭子 

11.425円 金木警察署 松橋 重蔵 

50,000円 布屋町 津軽仏誠堂 

衣類数点 本 町 中三デパート 
ク みどり町 長尾 政雄 
ク 松島町 6 丁目婦人会 北川 セッ 

ク さっき町 工藤 ちせ 
ク 小 曲 平川 照己 

金 額 住 所 及 び 団 体 代表者 

15,350円 寺町岩木町々内会 
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9,040円 小曲町々内会 

5,000円 本町々内会 

5 .000円 鎌谷町々内会 

7,680円 大町々内会 

12 .400円 飯詰中学校第 1 学年 

10 .000円 新宮団地第‘1 町内会 

12,900円 新宮団地町内会 

61 ,500円 五所川原甚句保存会 

10,000円 五所川原市婦人金連合会 	→ 

乳050円 市教育委員会~ 

2,295円 市図書館長 

2,000円 寺町岩木町 

10,000円 敷島町 

42,470円 中平井町自修団 

&000円 下平井町々内会 

10, 000円 下平井町 

33 .655円 

216,524円 

8,066円 

15,000円 

43.584円 

五所川原第 1 中生徒会 

ちどり舞踊団 
藻 川 

市清婦公害課 

市大和山五所川原ブロ ック青年会 

3.000円 末広町新宮町々内会 

5 ,0O0円 上平井町々内会長 

33,439円 東北電力五所川原営業所同盟 

2 .500円 弥生町々内会 

4.385円 中平井町医療法人白生会勤務 

2,500円 成田町々内会 

78,890円 五所川原ライオンズクラブ’ 

200,000円 医療法人白生会 

7,000円 雛田町々内会 

21,590円 十川町々内会 

19,590円 東北電力電労青年部長 

50,000円 西北五遊技業協同組合 

6,500円 新町々内会 

16, 000円 幾島町々内会 

164,100円 五所川原ロータリークラフ’ 

以上は、12月16日までの受付け分です。 

16日以降の受付け分は、次号に掲載します。 

五
所

川
原

ロ
1

タ
リ
 

ー
ク
ラ
ブ

（
尾
崎
正
雄

会

長
、

会
員
五

十
七

人
）
 

は
、

十
二

月
十
六

日
、
 

社
会

福
祉
事
業

に
役

立

て
て
下

さ

い
と
、

現
金

十
六

万
四
千
百

円
を

市

に
寄

付

し
ま
し

た
。

ー
 

写
真

廿
 

家
族
忘

年
会
で

行
っ

た
、

チ
ャ

リ
テ

イ
ー
シ

ョ
ー
の
売
り
上
げ

金
を

そ
っ

く
り
寄

付
し

た
も

の
で

す
。
 

五
所

川
原

ラ
イ
オ
ン

ズ

ク
ラ
ブ

（
小
関

和

男

会

長
、

会
員
七
四

人

）
 

は
、

十

二
月
十
四

日
、
 

社
会

福
祉
事
業

に
役

立

て
て
下

さ
い

と
、

現
金

七
万
八

千
八

百
九

十

円

を
市

に
寄
付

し
ま
し

た

廿
写
真

ー
 

先

き
に
行
っ

た
、

ク

リ

ス

マ
ス
家

族
例
会

の

チ
ャ

リ
テ
ィ

ー
募

金
に

会

員
が

協
力
し
た

も

の

で
す
。
 

社
会
福
祉
事
業

に
と
一
 

七
万
八
千
余
円
寄
付
 

ラ
イ
オ
ン
ズ

ク
ラ
ブ
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息
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“
か
ぜ
を
ひ
か
な
い
で
、
元

気
に
お
過
ご
し
を
〈
 

ク
リ
ス
マ
ス
に
ひ
と
足
早

い

十
二
月
十
九
日
、
 

寺
田
市
長
が
養
 
ノ

・カ

・
七
、
 

護
老
人
ホ
ー
ム

ー
 

「
く
る
み
園
」
 
を
訪ね
、
お
年

寄
り
を
慰
間
し

ま
し
た
。
 

こ
の
日
は
、
食
堂
に
会
し
た

お
年
寄
り
ひ
と
り
ひ
と
り
に
お

菓
子
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
、
 
「寒
さ
 

の
厳
し

い
お
り
、
健
康
に
留
意

し
、
明
る
い
正
月
を
お
む
か
え
 

下
さ
い
」
 
と
励ま
し
ま
し
た
。
 

同
ホ
ー
ム
に
は
、
現
在
六
十

五
歳
以
上
の
お
年
寄
り
四
十
八
 

人
（
平
均
年
齢

七
五
歳
）
が
入
 

所
し
て
お
り
、
 

静
か
な
環
境
で
楽
し

い
余
生
を

お
く
っ
て
い
ま
す
。
 

り
ノ
 
 

戸
 
し
ば

し
 

市
庁
舎
う
ら
の
岩
木

川
に
、
さ
る
十
二
月
十

二
日
、
前
年
よ
り
三
日

ほ
ど
早
く
三
羽
の
オ
オ

ハ
ク
チ
ョ
ウ
が
姿
を
み

せ
ま
し
た
。
 

一
度
降
っ
た
雪
も
す

っ
か
り
消
え
、
こ
の
日
 

は
朝
か
ら
雨
模
様
。雨
雲

が
重
く
た
れ
こ
め
た
暗
い
川
面

に
優
華
な
姿
を
浮
か
べ
て
い
ま

し
た
が
、
雪
の
な
い
場
違
い
な

光
景
に
か
、
四
、
五
日
後
に
は

ど
こ
か
へ
飛
び
た
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
。
 

戦
時
中
、
中
国
東
北
地
方

の

満
州
開
拓
地
で
生
ま
れ
、
 

終
戦
時
の
混
乱
で
中
国
人

家
庭
に
引
き
取
ら
れ
て
い

た
高
瀬

一
秋
さ
ん
（
三
四
）
 

ー
中
国
名
、
石
占
林
ー
は
、
 

十
二
月
八
日
、
市
内
梅
田

に
住
ん
で
い
る
母
親
の
な

み
さ
ん

（七
一
）
と
三
十

二
年
ぶ
り
の
対
面
を
し
ま

、
し
た
。
 

ん
 

一
秋
さ
ん
は
、
こ
の
日
、
 

は

千
葉

・
成
田
空
港
で
姉
見

司
四
人

と
も
涙
の
再
会
、
こ
 

の
あ
と
青
森
ま
で
で
て
き
 

た
な
み
さ
ん
と
再
会
し
た
 

も
の
で
す
。
 

昭
和
十
五
年
二
月
、
 
一

家
は
浜
江
省
五
常
県
で
大
平
川
 
 

開
拓
団
に
入
植
、
 一
秋
さ
ん
は

現
地
で
生
ま
れ
た
。
 

父
は
、
終
戦
直
後
開
拓
地
で

病
死
。
そ
の
こ
ろ
、
母
な
み
さ

ん
も
病
気
で
重
体
と
な
り
、
 一

歳
だ
っ
た
一
秋
さ
ん
を
中
国
人

家
庭
に
預
け
長
。
 

二
＋

一
年
六
月
、
な
み
さ
ん

は

一
秋
さ
ん
を
つ
れ
て
引
き
あ

げ
る
つ
も
り
だ
っ
た
が
、
中
国

人
家
庭
で

一
秋
さ
ん
を
手
放
さ

な
い
た
め
、
 一
家
は
一
秋
さ
ん

を
お
い
た
ま
ま
帰
国
し
た
。
 

な
み
さ
ん
は
、
 
「生
き
て

い

る
う
ち
再
会
で
き
る
と
は
思
わ

な
か
っ
た
。
こ
ん
な
に
う
れ
し

い
こ
と
は
な
い

…
」
と
目
頭
を

お
さ
え
て
い
ま
し
た
。
 

を
ひ
か
な
い
で

下
 太
」
 、

 
し
）
 を慰問 

り
 

目
 

い
 

勿
 

八
 

市長、くるみ園のお年寄 

32年ぶり 母と息子が再会 
一秋さん、中国から一時帰国 



ロ
申
し

出
締
切
り
 

ま
す
の
で
、

関
係
遺
族
の
方
は

お
申
し
出
ド

さ
い
。
 

ロ
供
え

物
品
の

種
類
 

写
真

（遺
族
等

の
も
の
）
、
 

少
量

の
線
香
、

ロ
ー
ソ
ク

な
ど

ロ
供
え

物
品
の

大
き

さ
 

依
頼
者
一

人
に
つ
き
、

小
型

封
筒
に
収
納
で

き
る
程
度
の

も
 

供
え
物

品
を
受
付
け
 

マ
リ
ア
ナ
諸
島
で
遺
骨
収
集
 

今
年
二
月
、
厚
生
省
で

は
、
 

一
月
十

六
日
（
火

）
ま
で

マ
リ
ア
ナ
諸
島
で

戦
没
者
の

遺
 
口
申
し

出
先
 

骨
収
集
を

行
い
ま
す
。
 

市

・
市
民
課
内
旧
軍
人
遺
族

こ
れ
に
伴
う

遺
族
か

ら
の
供
 
援
護
等

の
係
（
丑

⑤
二

一
一
一

え
物
品
を

次
の
要

領
で

受
託
し
 
番

・
内
線
二
七
五

番
）
 

五
小
「

一
日
入
学

の
ご
案
内

ロ
と
き
 
一

月
三
十
日

（
火
）
 

午
後
一

時
か

ら
 

ロ
と
こ
ろ
 
五
所

川
原
小
学
校

該
当
す
る
新
入
学
児
童
の
保

護
者
に

は
案
内
を
差
し
上

げ
て

い
ま
す
が
、

当
日

は
、
忘
れ

な

い
で
お

い
で
下
さ
い
。
 

（
五
所
川
原
小
学

校
）
 

1
 

へ
 

‘
雪
国
の
風

物
詩
、

屋
根

の

雪
お

ろ
し

の
季
節
と
な
り

ま

し
た
。
例
年
こ

の
季
節
に

な

り
ま
す

と
、
電
話

の
故
障
が

増
加
し
ま
す
。
 

こ
の
故
障

の
ほ
と
ん
ど
が

電
話
線
に
気
づ
か
ず

に
雪
を

お
ろ
し
た
た
め
、
電
話

の
引

込
線
や
ケ

ー
ブ

ル
が
切
断
し

て
故
障
に

な
っ

て
し
ま
う
の

が
原
因
で
す
。
 

ま
た
屋
根
か

ら
の
雪
の
自

然
落
下
に

よ
る
切
断
も
あ

り

ま
す
。
 

電
話
線
付

近
の
雪
お

ろ
し
 

犀
・J
 

．、 二
、
三
月
に
な
り
ま
す
と
、
 

確
定
申
告
で
税
務
署

の
窓
口
が

大
変
混
み
ま
す
。

早
月
に
請
求

し
て
下
さ
い
。
 

（
鷹
諦
川
原
税
務
署

）
 

を
お
早

め
に
な
さ
る
と
と
も

に
、
雪
お

ろ
し

の
と
き

は
、
 

電
話
線
を

切
断
さ
れ

な
い
よ

う
ご
注
意
下
さ
い
。
 

（
五
所
川
原
電
報

電
話
局
）
 

融
資
の
申

込
や
、

資
格
申

請
、
 

保
育
園
の
入

所
な
ど

の
手
続
き

に
納
税
証
明
書
を

必
要
と
す
る

方
は
、
早
目
に
請
求
さ
れ

る
よ

う
お
願

い
し
ま
す
。
 

雪
お

勧
訊
知
叱
発
注
意
 

『納
税
証
明
書
の
 

請
求
は

早
目
に

』
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各種「スポーツ教室」を開催 

ふるってこ参加を 

広
報
紙
の
早
期
配
布
に
ご
協
力
下
さ
い
 

市体育指導委目協議会では、体をきたえ健康を保とうをテーマに 

下記の「スポ ツ教室」を開きます。 

ふるってご参加下さい。 

ロ申込み先 市教育委員会・保健体育課（廿④ 3 1 92 番） 

住所、氏名、電話番号にスポーツ保険料 300円をそえてお申し 

込み下さい。 

ロ申込み締切り 1月10日（水）まで 

各教室の日程は次のとおりです。 

と 	き と ころ 教 	室 	名 

五
 
南
一
二
中
市

・
五
 
南
一
二
 
市

中
 
三
 中
 
南
 
「
 
五
 
南中
 
五
 
市
 
 

'
 
I
 

車F
 

ム
五
f
 

乙
工
 

ム
二
 

f
  

.

.
，
九
 
本
 

／
 本
 
‘
尺
 i・
山
共
 

》
 

た
 

木
・
 
 

’
 

I
 

I
 

I
  

、 
1 月 8日（月）午前10時 幼児親子レクリエーション 

1月10日困 ク 

1 月12日圏 
→ 

若さを保っ健康教室 

1 月13日出 幼児親子レクリエーショ．ノ 

1 月18日困 テニス・ノぐドミン トン 

1 月20日（お午後 2時 バレ一ボール教室 

1 月21日（日）午前10時 ク 

1 月22日（月） 若さを保っ健康教室 

1 月25日（村 テニス・ノぐドミント 

1 月27日田午後 2時 

1 月29日（月）午前10時 

2 月 3日田午後 2時 

バレ一ボ一ル教室 

若さを保っ健康教室 

卓球教室 

2 月 4口（日）午前10時 ク 
．~ 

2 月 S日月） 若さを保っ健康教室 

'2月10日（」,午後 2時 卓球教室 

2 月11日（日）午前10時 児童生徒親子レクリエーシ ョ 

2 月17日‘匂午後 2時 ク 

2 月18日’日）午前10時 ク 

2 月24日山午後 2時 閉講式（テニス・バドミントン） 

ロ参加者は運動できる服装、ズックを使用のこと

ロどの教室へでも自由に参加できます 

乳幼児の健康診断 
市では、乳幼児の健康診断を次の日程で行います。 

該当する赤ちゃんには、受診させて下さい。 

ロ受付時間 午後 I 時から 2 時まで 

ロ持参するもの 母子健康手帳、バスタオル 

現在病気治療中か、ほかの機関で健康診断を受けている乳幼 

児はご遠慮下さい。 

月 	齢 対 	象 と 	き と こ ろ 

3 カ 月 児 
昭 和 53 年 
9 月生まれの 
乳 	児 

1 月10日 中央公民館 

6 カ 月 児 
昭 和 53 年 
6 月生まれの 
乳 	児 

1 月16日 ク 

1 歳 6 カ月児 
昭 和 52 年 
7 月生まれの 
幼 	児 

1 月23日 ク 
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